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論文内容要旨
 著者はり950年の世界46力国合計人口を標準人口とし,第7回修正国際死因分類のll畑項
 目死因簡単分類表(B分類)の中に掲げられた約20種の死因につきjg50年よ釦961年
 迄の毎.2年次の年令訂正死亡率を下記50カ国について計算し,併せてこの期間にむけるその動
 向を観察した。〔国名:南アフリカ・カナダ・コ・ンビア・米国(肉入・有色入)・ベネズエラ
 セィ・ン・イスラエル・日本“西ドイツ。'西ベルリン・オ』ストリアeベルギ}。デンマ『ク
 
 フィンランド。フランス。ギリシア。ハンガリー・アイルラント㌔イタリー。ノルウェー・オラ
 ンダ・ポルトガル・英国(イングランドとウエールズを含む)・スコットランド・北アイルラン
 ド。スエーデン・スイス・・チエコ。オーストラリア・ニユージーフンド〕筒,入口及び死亡数の
 資料として,WHO刊行の・ムnnualEpidemiGlogica■and-Vita■Sta七i一
 帥i鵠(1950年よ銅961年迄)を用いた。
 1960-61年次に分ける訂正死亡率の最高国と最低国・並びに1950年以降の年次動向
 のうち若干の死因につき特に注目すべき点を摘記すれは次の様である。
 全死因3最高は男女共にコ窟ンビア,最低ぼ男オラ堵ダ,女ノルウェー'・スカンジナビア諸国の
 率が一般に低い。日本は男切位,女8位て参る。大部分の国て男女共減卒し・殊にイスラエル
 。セイロン。日本・フランスで著明てある。瑛i三国・・ノルウェー等の愛重加ま少レ、o
 結核(B1,B2):最高は男ポルトガル,女コ・ンビ苫最低ほ男女共オランダである。日
 本は男2位,女4位である。コ・ンビア以外の国の減率著明であろ。尚オヲン'ダ・デンマーク・
 カナダの低率国の方が,日本。ポノレトカ恥ン'インランドの高率国よ」〕も著しい減少を示す。
 悪性新生物(B窪8):最高は男オーストヲヤヲ女デンマーク・最低は男女共セイ・ン。日
 本は男2旧位・女26位で低率国シτ属ずる。男で億増率・女では誠卒している国が多い。セイ・
 ン。ポルトガル・イタリー・日本・コ・ンビアは男女共かなり著しく増加,他の国は変動が少い。
 糖尿病(B20):男女共最高ほ米E翌有色ん最低は西ベルリン。男の2位セイ・ンは1位米
 函有色入とほぼ同率。日本は男低率4位・女低率2継てある。男女共増率傾向の国が多ぐ・コ・
 ンビア。デンマーク。ポルトガル。日本・ハンガリー・・の増加が著しい。
 ・初区神経系の血管損傷(B22):男女共,最高日本,最低セィ・ンにして,共に他国からと
 ウ輝1慣ている。男女共,コ・ンビア・アイルランド・ベルギーが特に増率し・}一方西ベルリン
 ・'1ズラエル㌧ベイスは著しく減率。術男では日本・セイ・ン・ノルウェーの増加が目立つ。
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 心臓病(B25-B28):最高は男米国白人,女米国有色入,最低は男ギリシア,女セイ・
 ン。日本は男低率5位,女低率2位。セイ・ン。ノルウェー・日本の増率と,米国有色入の滅率
 が男女共目立つ。男では増率している国多く・女では減率している国の多い事が特記される.
 肺炎(B51)言最高は男ポルトカ丸女コ・ンヒ7・最低は男女共オランダでむり,日本は
 男7位,女1琴位。男女共英三国。アイノしランド。ポルトガル・米国白人はや』増率を示すか,
 減率を示す国が多ぐ、殊にフシンス・イスラエルで著明。日本も男女共減率している。
 気管支炎(B52):最高は男英国,女コ・ンビァ、最低は男米国有色人,女米国白人。日本
 は男14位,女曙〔1位である。英三国ポルi・ガル・アイルランドは高率を示す。男の率の著増
 する国が多ぐ,女は減率している国が多い。男女共日本(⊃減率が最も著しい。
 胃むよび十二指腸の潰瘍(B53):最高は男女共に日本・最低は男セイ・ン・女フランス。
 コロンビアの女は日本とほy同率を示す。男女共3位の西ベルリンの率が急増している。男の率
 は大多数の国で減少し,女は過半の国で増加を示す。日本は男女共減少が著しい。
 胃炎,十二指腸炎,腸炎むよび大腸炎(新生児下痢を除ぐ)(B56)言男女共高率国は,コ
 ・ンビア・ポルトガル。ベネズエラ…ヒイロン。日本の順で一致し,最低は共にフラン累。率減
 少しつつある国多ぐ・フランス。イスラエル。日本は殊に著明である。コ・ンビァは増加。
 肝硬変(E37)言最高は男女共フランス・最低は男ニユτジーランドp女アイルヲノド。日
 本は男切位,女6位である。率の増加している国多ぐ,男女共西トイツ・セイ・ン・スエーデ
 ン・米国有色人で特に増率,フランスは男や、増加・日本は与当女共多少の増加を示す。
 腎炎むよびネフ・一ゼ(B38)!最高は男ポ・ノレ1・ガル・女コ・ンビア,最低は男女共デンマ
 ーク。日本は男女共2位てある。フィンランド・西ベノヒ:ン以外の全ての国に烈パ〔男女共率の
 減少目立ち,殊にカナダ・米国(白人・有色ノ＼1曜著しい。
 自動車事故(BE47)3最高は男西ドイソ」女オーストニノリア,最低は男女共セイ・ン。こ
 の最低率国セイ・ンの他,米国(白人・有色人)がや玉減少している。増加C)著しい国としては
 日本・フランス・フインラノドがあり,他国に論いても男女共率の増加が目ざましい。
 その他の不慮の事故(BE48):最高は男コ・ンビア,女米国有色入,最低は男英国,女イ
 タリー。日本は男8位・女24位である。多く⊂)国で滅卒し・殊にノラアグの男女・米墨白人・
 北アイルランド・日本の女は著減。イタ…卜・ニュージーランドの女の率は増加している。
 自殺およひ自傷(BE49)苫男女共最高痔画ベルリノ・最低1ぽアイルラノド。Ei本ぱ男5岱
 女2位の高率国に属する。増卒しつつある国多ぐ・男セイ仁ン・アイルランド,女謎γイルiンン
 ド・スコットランドに著明であるが日本は男女共変動か少い。
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 審査結果の要旨
 著者は世界50カ国に於ける原因別死亡率の年次動向,壽よひ1960一61年の率の地理的
 分布を観察するため,国際死因分類(B分類)に基づぐ約20種の死因につき,1950年より
 1961年迄の毎2年次の年令訂正死亡率を計算した。なお・,標準入口としては1950年の世
 界46力国合言十人目を用いた。主た結論は次の通りである。
 全死因ではオランダむよびスカンジナビア諸国の率がr般に低%大部分の国で滅率を示し,
 殊にイスラエル・セイ・ン・日本・フランスで著明である。英三国・ノルウェー等の率の変動は
 少い。
 結核では日本は男2位,女4位と依然として高率国である。コ・ンピア以外の国の減率著明で
 あり,しかもオランダ・デンマーク・カナダの低率国の方が,日本・ポルトガル・フィンランド
 の高率国よりも著しい減率を示している。
 悪性新生物の年次勤向では男では増率,女では減率の傾向を示している国が多い。
 糖尿病においては男女とも,米国有色入が最高率国で西ベルリンが最低率を示す。日本は低率
 国に属する。又男女とも増率傾向を見せる国が多い。
 日本で特異的に多発すると貰われている中枢神経系の血管損傷はシ男女とも日本が30力国中
 最高率であ頚しかも増率を続けている。他に増率著明な国としてはコ・ンビア・アイルランド。
 ベルギー等があるが,一方'西ベルリン・イスラエル。スイス等のごとく減率を示す国も多い。
 心臓病では最高率を示すのは,男米国白人,女米国有色人であり歯低率墜1は男ギリシア,女セ
 イ・ンである。日本は低率国に嘱している。男では増率傾向を示す国多く,女では減率している
 国の多いことが彗寺記される。
 肺炎では男女とも最低率を示すオランダをはじめフランス・イスラエル以下多くの国で減率が
 見られる。この傾向の中にあって英三幽・米国肉入が,ポルトガル・コ・ンビアと共にや、増加
 を見せていることが注目される。
 気管支炎ではコ・ンビアと並んで,英三国・アイルランド.・ポルトガルが高率を示し,又男の
 率が著増している瞳が多いC)に対し,女では減率している国が多い。
 胃むよび十こ指腸の潰瘍は,男女とも最高率を示す日本が著しく減卒している。又,男の率は
 大多数の国で減少しているが,女では過半の国で増塗している。
 上述の点の他,肝硬変ではフランス・ポルトガル・西ベルリンが高率を示す事,腎炎むよび不
 フ・一ゼの率が大多幸,勉)匪で激減_.ている・鵠日本・フランス・フィンランドにおいて自動車事
 故による落が他ヒ“に、比し、目ざましぐ1誓加してレ・る・貞等が注目される。
 上記の研究結芽.にかんがみ,このF=一r文ぱ,重髪死園の地理医学的研究に貢献したものと信ずる。
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